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					このサイトでは突然の葬儀でも慌てないために、知っておくべき情報を分かりやすく紹介しています。
こういったことは、あまり考えたくないと思いがちかもしれません。
しかし少しでも情報を集めて準備しておくと慌てずに済み、納得の見送りが出来る可能性があります。
現代では終活の一環として、お葬式について決める人が多くなっています。
お葬式の準備は、ネットでの情報収集だけでは不十分な場合も多いため注意が必要となるでしょう。
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					突然の葬儀でも慌てない！知っておくべき情報を分かりやすく紹介します

					葬儀に関する情報をあらかじめ知っておき、万が一のトラブルを避けたいと考える人も多いのではないでしょうか。
葬儀には様々な費用が発生したり、お金のやり取りをする機会が多くあります。
そのような中では、お金に関わることには特に気を付けておいた方が良いです。
後になってトラブルになることを避けるためにも、金銭の受け渡しをしたときにはその場で確認をすることが大切になります。
世話役との間でも引継ぎをしっかりすることをお勧めします。


					

					高齢化で葬儀を行う機会が増えている

					近年は高齢化に伴い葬儀を行うことが多くなっています。
ですが一般葬ではなく家族葬を執り行うことが増えており、より簡素化しているのが現状です。

一般的な葬儀は縁の濃い人はもちろんですが、薄い人も大勢参列します。
現役で仕事をしている場合は仕事の取引先までもが参列することがあり、大がかりになることが多いです。
高齢者が亡くなった場合、すでに縁の濃い人も鬼籍に入っている可能性があり、必然的に参列者は少なくなります。
さらに故人と関わり合いがあった人を把握するのが難しいのも原因の一つです。
また故人が生前に遺言を残していることも多く、葬儀そのものを簡素化するように書かれていることも多いです。
そのため一般的な葬儀ではなく、親しい人だけで行う家族葬が増えています。

この家族葬は親族だけで行っても良く、シンプルながらしっかりと最期のお別れをすることができます。
費用面でも抑えることができるため、残された家族の負担になることもありません。


					

					葬儀の基本的な流れを把握しておく

					これまで身近な人の死に立ち会ったことのない人にとって、初めてのお葬式は不安でいっぱいになるものです。
ドラマや映画などで観たことがあっても、現実は違うこともたくさんあります。
まず、両親や親戚など、年配の方に葬儀の流れについて尋ねてみましょう。
これまで何度も経験がある人が居れば、ある程度のマナーなどは教えてくれるはずです。

そういった人が居ない場合には、葬儀会社に尋ねてみるのもいいかもしれません。
特に初めて喪主となったらこれまでと立場が違うことから、何をどうしていいのか分からないこともあります。
相手はその道のスペシャリストなので、困ることがないように丁寧にアドバイスしてくれることでしょう。

誰かに尋ねることに抵抗のある場合にはインターネットで情報収集するという手段もあります。
宗派や葬儀会社によって多少の違いはあるものの、一連の流れについては把握できるはずです。
受付から始まり、焼香の仕方や喪主の挨拶など、大まかな点を確認しておきましょう。


					

					葬儀に参列する際はマナーに気をつけよう

					冠婚葬祭とは人生における一大イベントであり、ライフステージが変わる大きな儀式でもあるんです。
冠婚葬祭をかつての日本では非常に大事にしていました。
そのためこれらの儀式にかけるお金も半端なものではなく、数百万円をかけることも珍しくはありませんでした。
だが時代の流れとともに、経済や景気も悪化し冠婚葬祭にそれほどお金をかけられる家庭は少なくなったのです。
こうした背景でコンパクトで小規模な限られた人数で行う家族葬などが葬儀の中でも人気となってます。
一般葬であっても家族葬であっても、葬儀であることには変わりなく、葬式に参列する際にはマナーを遵守しなければなりません。
喪服と言われるブラックフォーマルを身に着け、できるだけ肌露出は控え弔いの気持ちを持つ必要があります。
女性は黒のストッキングで化粧を控え、光物などの装飾品も控える必要があるんです。
本真珠や黒のジェット程度の装飾品にしておくことが無難です。
男性は黒のネクタイで数珠を持参することも忘れてはいけません。


					

					葬儀のお布施相場はどのくらいなのか

					お布施とは、葬儀や法要の時に僧侶に感謝の気持ちとしてお礼を包んで渡すお金のことです、地域は菩提寺との関係性によってお渡しする金額は異なります。

葬儀での一般的に渡す金額の相場は、10万～20万円程度が妥当とされおり、法事で僧侶に読経してもらう際の金額の相場は1万～5万円とされています。

法要の場合は、亡くなった個人の霊を供養するために行われる行事ですが、亡くなった後の節目ごとに行われて、節目によっても包む金額は異なります。
四十九日や一周忌は3万～5万円程度で、三回忌や七回忌になると1万～5万円が妥当ですが、菩提寺に事前に相談しておくと良いです。

葬儀の時のお布施を渡すタイミングはお通夜後の葬儀が始まる前か終わった後が一般的で、小さなお盆に乗せたり袱紗の上に乗せて渡すなど、作法があるので、気を付けておく必要があります。

また、地域の特性では御車料や御膳料など、いわゆる交通費や会食におもてなしできない代わりに渡すお礼として包む場合があります。

地域や菩提寺などで包む金額の相場は異なるので、あらかじめ調べておくと安心です。






最近の葬儀は家族葬が選ばれている

身内で不幸があった際には最後のお別れを行うために、残された遺族が葬儀を準備を行う必要が出てきます。
昔までは一般的に行われていた葬儀は一般葬があり、通夜と告別式を2日間に分けて行います。
参列者なども制限がないので、多くの人が故人と最後のお別れをする事が可能です。
ただしより規模を縮小する葬式プランとして家族葬があり、特徴となるのが参列者の人数を制限出来るという点になります。
利用する斎場によってプランの内容に多少差はありますが、参列者の人数を少なく抑えた葬式にする事が可能です。
実際に家族葬プランが多く選ばれている理由として、感染症に対する対策という意味が多くあります。
参列者を制限することで感染症リスクを抑える事ができるので、規模を縮小する動きが強まってきているのが特徴です。
また昔に比べると人と人とのつながりが希薄になり、大規模な葬式自体を避ける傾向が増えてきているというのも選ばれている理由となっています。






葬儀で喪主の挨拶を成功させるコツ

人間にとって冠婚葬祭とは非常うに重要な儀式です。
それは結婚することを公に知らしめたり、人が亡くなってしまった気ことを告知する意味合いもあるからです。
こうした儀式を行うことで気持ちに整理をつけたり、心を新たに前に進んでいくことが出来るんです。
そして何よりも多くの人に祝福してもらったり、弔ってもらうことは当の本人にとってとてもうれしく喜ばしいことであるんです。
とくの葬儀は今生での別れになるので、遺族もしっかりと葬儀のプランを組み、故人を弔うように尽力しなければなりません。
より多くの人に惜しまれ偲ばれれば、故人も喜びあの世に成仏できるのです。
葬儀においては遺族の喪主の挨拶をしなければいけません。
悲しみに暮れているのに、気丈に会葬してくれた人々にきちんと最後のお礼とあいさつをしないといけないんです。
この挨拶を成功させるには、何も形式にこだわる必要はありません。
本音で礼を述べ、そしてありのままの故人の思い出のエピソードを一つ織り交ぜることで、素晴らしい会葬のあいさつになります。






宗教によって葬儀の違いはあるのか

葬儀は、宗教によって大きく違うのが常識です。
しかし、日本の葬儀の慣習は、仏教の本場インドとは本質的に大きく異なり、拝金主義の葬式仏教と揶揄される事があります。
また、純粋に仏教による葬送方法かと問われると道教に由来する位牌など疑問な点も多く、インドから日本に伝播するまでに様々な宗教が混ざると共に日本で独自に後退したと考えられます。
キリスト教は、教会で行われる事がほとんどであり、カトリックの場合には神父入場の入堂聖歌及び会式の辞や典礼を行うミサを行うのが一般的です。
プロテスタントは、オルガン演奏にあわえて牧師が入場し、聖書朗読及び牧師の説教や弔辞の読み上げなどが行われます。
神道は、自然や祖先への崇拝がメインとなるので神葬祭に統一された式次第がないとされ、仏教で言う通夜祭と遷霊祭の後に弔電の朗読や棺への花入れ、喪主による挨拶などが行われます。
イスラム教は、ムスリムの遺体をモスクに運び込み、聖地メッカに向けて遺体を安置するのが厳守すべき手順です。
ムスクでの礼拝が済むと男達だけで遺体を運び埋葬した後に葬儀が行われます。






アクセスが便利な葬儀会場がおすすめ

葬儀には多くの人々が訪れる可能性が高く、もしも遠方から来る方であれば時間も費用もかかります。
交通の便が悪い場所だった場合には遺族がお車代を用意したり、場合によっては宿泊先も手配しなければならず、故人が亡くなられた大変な時にさらなる負担となります。
葬儀会場への行き方が分からない方が居た場合には、迎えに行かなければならない場合もあります。
故人への想いよりも身体の疲れの方が上回ってしまえば、供養に集中しきれなくなってしまいます。
そのような事態を回避するには、アクセスに便利な葬儀会場がおすすめです。
公共交通機関の最寄り駅からすぐ近くなら移動も短時間で済み、お車代を出す必要もありません。
もっともアクセスに便利な場所にあるからこそプランの料金が高額になってしまう場合もあり注意が必要ですが、お車代や宿泊代を削減できることを考えればトータルコストが安くなる場合もあります。
葬儀を行う場合には費用対効果も考えて、しっかりと検討したいところです。






葬儀業者の口コミは参考になることが多く得られる

人は或る日突然、何の前触れもなくなくなってしまうことがあります。
突然の発作や病気、交通事故に自死などで命を落とすことがあるんです。
こうした死というものは人間は避けることが出来ません。
どれだけ大切な家族であっても、いつかは亡くなりさよならをしなければいけないのです。
しかし遺族にしてみると、こうした死という現実を受け止めることが出来ず、理性も失いただただ呆然とし、泣きじゃくる人も少なくありません。
このような中でも気丈に故人を成仏させるためには、装備を行わなければいけないのです。
だが初めてのことでどの葬儀会社を選択し、葬儀を執り行えばいいのかわからずに困惑します。
その場合にはネットの口コミサイトなどを参考にすると、有益な情報をたくさん得ることができ葬儀会社の選定の役に立ってくれるのです。
口コミでは費用のことを始め、営業マンの態度や葬式の司会進行の様子、段取りや見積もりの速さなど事細かに紹介されています。








葬儀保険に加入して高額な費用に備えよう

身内が亡くなった場合には悲しみを抑えることができず葬式どころではなくなってしまうこともありますが、亡くなった人のためにもしっかりと弔う必要があります。

そのためにも予め葬式のことは考えておいた方がよくどのような形で式を行うのか事前に検討しておくことが大切ですが、ここで問題となるのが費用に関することでかなりのお金がかかるのでこの点に苦労している人がけっこういます。

そこで今話題となっているのが葬儀保険で加入する人も増えていて高額な費用に備えることができるので大変便利ですが、どこに加入するのが良いか分からず考え込んでしまう人が多いです。

後で後悔しないようにするために加入する前にしっかりと情報を集める必要がありますし、実際に入ったことのある人から話を聞くのも一つの方法です。

このように葬式のことを考えて葬儀保険に加入するのも良いのですが、事前に色々と情報を収集し分析した上で入るところを決めるようにした方が良いです。







葬儀の香典返しにはお礼状が必要になる

葬儀の香典返しには、お礼状を添えるのもマナーとなっています。
葬儀に来てもらったことのお礼や、滞りなく法要が終わったことを報告、戒名があれば戒名も書いておきます。
ネットで検索すれば、テンプレートとできるような文章を探すことができるでしょう。

巻物タイプとカードタイプの2種類のお礼状狩り、オーソドックスなのは巻物タイプです。
墨で縦書きにしてしたためていき、くるくると巻いて封筒に入れて送ります。
上司や目上の人に送る時は、巻物タイプの方がおすすめです。

カードタイプは簡易的で失礼な印象を与えると思われがちですが、マナー違反ではありません。
カードの種類も色々あるので、故人の雰囲気に合わせたものが選べます。
カードの場合は横書きでもOKで、墨字で書く必要もありません。

難しい言葉を使って長文を書かなければいけないイメージがありますが、簡潔にまとめるのが良しとされています。
便箋1枚に収まる程度の文章にするのがベストです。







サポートが充実している葬儀業者が安心

サポートが充実する葬儀会社もあり、依頼される方のニーズに合ったサービスを提供できるように新しい取り組みを行うところもあります。
展示会やセミナーなどで情報発信を丁寧に行うところも探せます。
デジタル技術にも注目するお葬式は、新しさを感じる方も多く、未来の社会はもっとデジタル化が進む可能性もあります。
多様性が認められる社会となってきているからこそ、お葬式に関することもいろんな選択をすることができる社会となっています。
デジタル技術を使うと、今まで葬儀会社のスタッフが手作業で行っていたことをデジタル技術で対応できるようになる可能性があります。
スムーズに準備を進めることができるように、新しいお葬式の方法をどのようにするかを考えていくと、選択肢が増えます。
新たな技術を知るための方法として、葬儀会社が発信するイベント情報に足を運ぶことをおすすめします。
展示会に行くと、コンピュータを使う技術など、未来のお葬式のヒントを見つけることができるチャンスもあります。







葬儀業者は見積もりをとって比較する

急にお葬式の準備を進める必要が出た場合、見積りを出して比較をする時間が無くなる可能性があるため、終活を進めている段階でじっくりと比較ができるようにする事をおすすめします。
終活で希望の葬儀の内容を具体的にシミュレーションできるようになると、準備も具体化できます。
金額も見積りを出すことができるので、葬儀会社に出してもらう見積もりをもとに家族に希望を伝えてお金を用意することができるようになります。
ネット見積もりに対応する業者もあるなど、家族葬のプランと料金がどのようになっているのかを調べてから決めることができる点にも注目です。
終活のセミナーが実施されており、そのセミナーに参加した結果、準備を具体的に決めていくことはとても大切であることを学ぶ方もたくさんいます。
備えをしっかりと行いたくても、何から始めればよいのかわからない方もいますが、セミナーに参加すると講師に教えてもらうことができます。
葬儀会社の比較は、資料請求を行うことができるので、資料で詳しく見てからどんなお葬式の進め方ができるかを調べることができるので、便利です。







葬儀に参列できない場合に取るべき対応

どうしても葬儀に参列できない場合であっても、弔意はしっかりと伝えなくてはなりません。
遺族から直接葬儀の日程について連絡が来た際には、通夜や告別式に参列をするのが一般的です。
ですがやむを得ない場合、できるだけ早くに電話をします。
その際弔意と欠席をすることについてのお詫び、遺族をいたわる言葉がけのみとし、手短に連絡をするようにします。

その後弔電や供花、香典を送ります。
少し前までは葬儀が終わった後に改めて弔問に伺うこともあったのですが、最近はそういった行為が遺族にとって負担になることから控えられており、その代わりに供花や香典を送るようになっています。
供花は一基1万円から2万円程度が相場です。
香典を現金書留で送る場合はお悔やみ状を添えることを忘れないようにします。
絵柄が書いていないシンプルな便箋にしたため、葬儀に出られなかったことをお詫びします。
このお悔やみ状の中には他の用件は書かないようにしましょう。



                    
                    
                    

					葬儀を想定し友人や知人リストの作成も大事

					人は生まれた以上、必ず死をむかえる時がやってきます。これは生きとし生けるもの二平等に訪れる事象であって、いやだからと言って避けることはできません。いつか死をむかえるにあたり、自分亡き後を人任せや遺族任せにしておくことは、けっして歓迎されることではありません。いつかのタイミングで自分の死や葬儀に関して真剣に考え、プラン氏準備してお空ことを忘れてはならないのです。そのことが遺族に対する最後の愛情表現になるからです。例えば葬儀に関しては、自分が元気なうちから葬儀社で行われる無料の生前相談に参加するのもよいでしょう。そこでは葬儀プランの提案のほか、どういったことを自分で事前に準備しておくことができるかなどのアドバイスを受けることもできます。忘れられがちなのは友人や知人、親族のリスト作成です。これを怠り死んでしまうと、遺族はその故人の訃報をどこにつたえるべきか、連絡先はどこかなどがわからずなかなか葬式を行えないといったことが起こってしまうのです。

					

					葬儀における実施する前の手順について学ぶ講義

					葬儀は、大切な人が亡くなったときに行う儀式です。告別式の前に行う手順は以下の通りです。

1.死亡届は、死亡した日から7日以内に役所に提出する必要があります。死亡届を提出することで、死亡の事実が公にされ死亡後の手続きが開始されます。

2.遺体を安置する場所には自宅や霊安室などがあります。葬儀場は偲ぶ会を執り行う場所でもある。

3.告別式の形態には仏式、神式、キリスト教式などがあります。故人の宗教や家族の希望によって決められます。

4.お別れ会の費用は、葬送式の形態や規模によって大きく異なります。費用は霊安室の費用、支払う費用、返礼品や香典返しの費用などから構成されます。

5.追悼式の準備には案内状の作成、進行の打ち合わせ、参列者の手配などがあります。案内状は日程や場所、時間などを記載して追悼式に参列する人に送ります。

6.葬送式は、故人を悼み故人を送り出す儀式です。故人の遺影や遺品が飾られ故人への思いを込めた言葉が語られます。葬儀の最後には故人を火葬したり、土葬したりします。

葬儀を滞りなく行うために事前に準備をしておくことが大切でしょう。

					

					葬儀に関係する人たちの役割分担をはっきりさせる

					葬儀を執り行うにあたっては、喪主だけではなく、親族や地域・会社関係といった、さまざまな人たちの力を借りることになるのがふつうです。もっとも葬儀おいてどのような役割を果たすのかがわからなければ、これらの人たちも当日混乱するばかりで、いっこうに喪主のサポートにならないことがあります。そこであらかじめ役割分担をはっきりさせて、指示が特になくても自律的に動いてもらえるようにしておくことが重要です。たとえば喪主は葬儀を取り仕切る司令塔であり、亡くなった人の家族や親族の代表でもありますので、通常は家督を継ぐ長男や配偶者などが務めることが多いポジションです。当日の段取りを決定したり、参列者にあいさつをしたりするのも基本的には喪主となります。また当日は多くの参列者が見込まれるため、受付と会計のポジションを置くことも必須です。受付は参列者に記帳をうながすとともに香典返しや通夜返しの品物を渡すこと、会計は香典を預かり最終的に集計して喪主に引き渡すことが求められます。そのほかにも参列者や僧侶のもてなしのための給仕係や、その他の連絡係なども置くとよいでしょう。

					

					葬儀をするなら相見積もりでコストを抑える

					葬儀には膨大なコストがかかりますが、喪主の立場としてみれば、当座の生活のこともありますので、できるだけコストは抑制したいものといえます。もちろんコストを削減しすぎて貧相な葬儀となってしまっては亡くなった人にも申し訳が立たないというのも、いっぽうにおいては真実であることも確かです。こうしたことから、いくつかの葬儀社に申し出て見積もりをもらい、その内容や金額を比較して最終的に依頼をすべき葬儀社を決定する、いわゆる相見積もりの方法が有効です。一社だけで見積もりを取ったとしても、比較の対象がないために果たして料金が高いのか安いのかがわからず、無駄なコストをかけるだけの結果に終わってしまうかもしれません。その点、相見積もりであれば比較検討ができますので、料金が安くしかも内容が充実したプランを選択できる可能性があります。ただしやみくもに複数の会社から見積もりを取ればよいわけではなく、せいぜい数社程度でも十分に目的は達成できます。

					

					葬儀の種類は一つだけではないといわれています

					人はこの世に生まれ落ちた以上、いつか死ぬ瞬間を迎えます。これこそが人間に与えられた唯一の平等な事象ということができます。お金持ちも、社会的ステイタスのある方も、貧しく病気ばかりの人も等しく死をむかえる瞬間があり、死をもって初めて報われるといった教えもある宗教ではあるほどなのです。人間がなくなると遺族は故人のために葬式の段取りを行わなければなりません。一般的に多くの人の参列者を想定し、広い会場を押さえ百人の参列者にも対応できるような一般葬を行う人が多いです。しかしながら葬儀の種類はこの一般葬の一つだけではありません。現代ではその人の予算や好み、交友関係や親族の数によってもっとコンパクトでったり、リーズナブルな葬儀を執り行えるようになっています。その葬儀の一つとして家族葬を挙げることができるでしょう。名前の通り家族といったごく限られた親族のみで行う葬式を指します。第三者の参列を想定しないのでコンパクトな会場で、リーズナブルに執り行えます。


                    

					葬儀のマナー押さえて！正しい数珠の持ち方

					葬儀では様々なマナーが求められるなか、数珠の持ち方も大切なエチケットの一つです。
葬儀の場では、数珠を持って弔問するのが一般的ですが、それには正しい持ち方があります。
まず数珠は、左手にかけるのが基本です。
数珠の使う量としては通常、中間の大きな玉が二つ手の内側にくるように持ちます。
数珠を手にしたら、お経を唱えるときだけでなく参列者同士があいさつを交わす際も手から離さないようにしましょう。
また、数珠を机の上に置くことは不敬とされていますので、常に手に持つことが礼儀です。
数珠の持ち方は派手さを避け、葬儀の厳かな雰囲気に合わせた静かな動作が望ましいです。
一連の数珠を持つ場合には、数珠が垂れ下がらないよう手の中で輪を作り、その輪を握って持つのが正式な持ち方です。
手のひらを上に向け、数珠を時計回りに半周回転させることでこの輪を作ることができます。
葬儀に参列する際は、数珠だけでなく服装や言葉遣いも含めて礼儀正しく振る舞うことが重要です。
心からの哀悼の意を表すためにも、正しい数珠の持ち方を心得ておくことをおすすめします。

					

					キリスト教の葬儀のしきたりと手配のポイント

					失ったご家族の最後を偲ぶ葬儀は非常に大切な儀式です。
キリスト教の葬儀には特有のしきたりが存在し、それを適切に行うことで故人の魂が天に召されると考えられています。
通常、キリスト教の葬儀では教会での信仰に基づいた礼拝が執り行われます。
牧師が祈りを捧げ、参列者が賛美歌を歌うことで、故人の魂を慰めると同時に家族や友人の悲しみを癒やします。
故人が遺志として残している場合もあるため、その意向に沿った葬儀を計画することが重要です。
葬儀の手配においては、信条に則った方法で進める必要がありますので、地域の教会や牧師と相談することをお勧めします。
また、葬儀社との打ち合わせでは、キリスト教式に適した棺や装花、会葬礼状などの細かな部分にも注意を払って選びます。
故人が愛した賛美歌や聖書の一節を選定することも、故人への敬意を表す大切な一環となります。
葬儀の準備は多岐にわたりますが、心を込めて故人を送り出すためにも、適切な手配を心掛けましょう。

					

					神道葬儀の流れとマナーをわかりやすく解説

					日本にはさまざまな宗派に基づいた葬儀の形式が存在しますが、特に神道における葬儀はその独特な流れと形式があります。
神道葬儀は「神葬祭」とも呼ばれ、故人を神として奉る儀式が行われます。
まず葬儀の準備段階では、故人の遺体を清めた後に神棺と呼ばれる霊柩車に納めます。
葬儀が始まると、神職による祝詞の奏上が行われ、故人の魂と神々に向けた祈りが捧げられます。
その後、参列した家族や親族が玉串を奉納し、故人への最後の別れを告げます。
神道においては、死を清らかなものととらえ、故人の魂が神として遺族の側にいることを強く意識します。
では具体的なマナーについて触れてまいりましょう。
まず服装は白や黒などの落ち着いた色を選び、派手ではない控えめなものが適しています。
故人との関係によって異なりますが、家族の場合は神道においても喪服を着用するのが一般的です。
また、参列の際は、玉串を手にして二拝二拍手一拝の作法で奉納することが大切です。
これらの作法は神道葬儀に限らず、多くの神社における礼節として共通しています。
さらに、葬儀の際には声を大にして泣くといった行動は控え、故人との心のつながりを内に秘めるようにします。
神道葬儀に参列する機会がある方は、これらの流れとマナーを事前に把握して、故人に対する敬意を表す準備をしておきましょう。

					

					葬儀の流れを把握するワード＆チェックリスト

					葬儀は遺族にとって心情的にも物理的にも大きな負担となります。
そのためにも葬儀の流れを事前に理解し、適切な準備を行うことが重要です。
この記事では、葬儀を円滑に進めるためのワードとチェックリストを紹介します。
まず葬儀の基本となるワードから始めましょう。
「通夜」は故人との最後の夜を過ごす儀式で、翌日に行われる「葬式」「告別式」へと続きます。
これらを理解すると、葬儀の大まかな流れを掴むことができます。
通夜や葬式では、お焼香や読経が行われ、故人を偲びます。
次に、葬儀前の準備について触れます。
故人の意向に沿った式を行うためには、事前に具体的なワードをリストアップし、どのような点を重視するのか考える必要があります。
例えば「宗教」「形式」「場所」「予算」などです。
これらを踏まえ、葬儀社や寺院と相談し、納得のいくプランを立てます。
また、葬儀当日に行うべきことのチェックリストも作成しておきましょう。
遺体の安置場所の確保や弔問客への対応、供花の手配などといったワードのリストを用意して、追悼式の流れに沿った行動が取れるようにします。
最後に、精神的な負担を軽減するためにも、信頼できる親族や友人に助けを求めることも大切です。
また、プロの支援を得ることで、形式に縛られず故人の意志を尊重した葬儀を実現できるでしょう。
葬儀は多くの手配と心の準備が必要な儀式です。
ワードとチェックリストを用いて、事前に計画を立て、当日を迎えることが故人への最後の奉仕となります。

					

					葬儀と火葬式の違いとは？それぞれの進め方

					身近な人が亡くなった際に避けて通れないのが葬儀と火葬式の手配です。
これらはしばしば混同されがちですが、実はそれぞれ特徴があります。
まず葬儀とは、故人を偲び敬意を表す儀式として行われるものです。
故人の遺体に最後の別れを告げる場であり、親族や知人が集まって哀悼の意を表します。
多くの場合、宗教に基づく儀式が取り入れられ、読経や祈祷が行われます。
他方、火葬式はその名の通り故人を火葬するための儀式を指します。
火葬式は葬儀の後に行われることが一般的で、遺体を火葬場へ移し、火葬後に骨を拾う作業が行われます。
葬儀と火葬式は、故人との最後のお別れの場として大切な役割を果たします。
葬儀では、故人を偲びながら人間らしい形で供養を行い、その積み重ねてきた人生を称えます。
火葬式では、故人が自然に還る最終の瞬間を見守り、遺族はその骨を手にすることで故人との物理的な別れを経験します。
それぞれの進め方についても、地域や宗教、または遺族の希望によって大きく異なります。
葬儀の形態には一般葬や家族葬のほかに直葬もあり、火葬式に至っては式を行わないケースもあります。
しかしながら、故人敬う心と故人の遺志を尊重しながら、適切に儀式を執り行うことが最も重要だといえます。
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							著者：高石三千雄

							筆者プロフィール

							福岡県福岡市生まれ。
地元の寺で住職を務める。
今回は突然の葬儀で慌てないために記事をまとめました。

							福岡 葬儀
							

						

					

				

			
		

		
			
				
					
						[image: ]
					

					葬儀に関する情報サイト

					突然の葬儀で慌てないために

				

				
					このサイトでは突然の葬儀でも慌てないために、知っておくべき情報を分かりやすく紹介しています。こういったことは、あまり考えたくないと思いがちかもしれません。しかし少しでも情報を集めて準備しておくと慌てずに済み、納得の見送りが出来る可能性があります。現代では終活の一環として、お葬式について決める人が多くなっています。お葬式の準備は、ネットでの情報収集だけでは不十分な場合も多いため注意が必要となるでしょう。

				

				
					管理人：高石三千雄
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